
 

第３８回鳥取さわやか車いす＆湖山池マラソン大会実施要綱 

 

１ 目  的 

   この大会は、障がいのある方もない方も男女年齢を問わず同じ距離に挑戦し、互いに理解と

親睦を深めて心のバリアを取り払うとともに希望と勇気をもって社会に参加する意欲を喚起

させる。併せて、共生社会の実現を目指すことを目的とする。 

 

２ 主  催 

   鳥取さわやか車いす＆湖山池マラソン大会実行委員会 

   一般財団法人鳥取陸上競技協会 

 

３ 主  管 

   鳥取市陸上競技協会 

 

４ 協  賛 

   山崎製パン株式会社   サンヨーグループ  株式会社メモワールイナバ  

鳥取県遊技業協同組合  株式会社マルイ      クリヤマジャパン株式会社   

東亜道路工業株式会社 

 

５ 後  援(予定) 

   鳥取県 鳥取県教育委員会 鳥取市 倉吉市 米子市 境港市 鳥取県町村会 公益財団

法人鳥取県スポーツ協会 鳥取市体育協会 一般社団法人日本パラ陸上競技連盟 特定非営利

活動法人日本ブラインドマラソン協会 社会福祉法人鳥取県厚生事業団 全国脊髄損傷者連

合会山陰支部 日本赤十字社鳥取県支部 社会福祉法人鳥取県身体障害者福祉協会 一般社

団法人鳥取県手をつなぐ育成会 鳥取県精神障害者家族会連合会 公益社団法人鳥取県視覚

障害者福祉協会 公益社団法人鳥取県聴覚障害者協会 日本筋ジストロフィー協会鳥取県支

部 鳥取県清音会 鳥取県腎友会 日本オストミー協会鳥取県支部 社会福祉法人鳥取県社

会福祉協議会 社会福祉法人鳥取市社会福祉協議会 鳥取県知的障害者福祉協会 鳥取県精

神保健福祉協会 特定非営利法人鳥取県断酒会 日本てんかん協会鳥取県支部 鳥取県難聴

者中途失聴者協会 鳥取県肢体不自由児協会 鳥取県肢体不自由児者父母の会連合会 日本

二分脊椎症協会鳥取県支部 新日本海新聞社 山陰中央新報社 ＮＨＫ鳥取放送局 日本海

テレビ ＢＳＳ山陰放送 ＴＳＫさんいん中央テレビ 日本海ケーブルネットワーク 公益

財団法人とっとりコンベンションビューロー  

 

６ 協力団体 

  鳥取県地域社会振興部スポーツ振興局スポーツ課 鳥取県福祉保健部ささえあい福祉局 

  障がい福祉課 鳥取県中部総合事務所県民福祉局地域福祉課 鳥取県西部総合事務所県民福

祉局地域福祉課 鳥取市福祉事務所 鳥取市教育委員会事務局生涯学習・スポーツ課  

倉吉市福祉事務所 米子市福祉事務所 境港市福祉事務所 社会福祉法人鳥取県厚生事業団 

  社会福祉法人鳥取県社会福祉協議会 社会福祉法人鳥取市社会福祉協議会 鳥取県土整備事



務所 鳥取市交通安全指導員会 鳥取市自治連合会 コース沿線自治会(湖山・湖山西・松保・ 

  湖南)  鳥取市スポーツ推進委員協議会 鳥取警備保障株式会社 ケイビ株式会社 鳥取さ

わやか車いす＆湖山池マラソン大会警備企業共同体 鳥取県パラスポーツ指導者協議会 鳥

取パラ陸上競技協会 東部地区福祉教育推進校 鳥取ロータリークラブ 日本労働組合総連合

会鳥取県連合会 モーニングショックス 鳥取県東部医師会 鳥取県ナースセンター  

鳥取警察署 鳥取県警察本部交通部交通機動隊 

 

７ 推進組織 

鳥取さわやか車いす＆湖山池マラソン大会実行委員会 

   所在地 〒６８０－０９４４ 鳥取市布勢１４６番地１ 

鳥取ユニバーサルスポーツセンター ノバリア内 

電話 ０８５７－５０－１０９１  ＦＡＸ ０８５７－５０－１０９２ 

 

８ 日  時 

   ２０２６年９月１３日（日） 午前８時３０分～ 

 

９ 場  所 

ヤマタスポーツパーク(鳥取県立布勢総合運動公園)陸上競技場及び 

湖山池周辺（日本陸上競技連盟公認コース） 

 

１０ 競技種別・種目・参加資格・区分・制限時間 

   

 ⑴車いす 

    参加資格 ●ハーフマラソンの出場者は身体障害者手帳を所持する車いす使用者とする。 

●２ｋｍと５００ｍは証明不要。ハーフマラソンは中学生以上、２ｋｍと 

５００ｍは小学生以上が参加可能（未就学者参加不可）。 

種 目 区       分 性 制限時間 

ハーフマラソン 

（レーサー） 

Ｔ５１ 中学生以上 男・女 概９０分 

Ｔ３３.５２ 中学生以上 男・女 概９０分 

Ｔ３４.５３.５４  中学生～３９歳 

４０歳～５９歳  ６０歳以上 
男・女 概９０分 

２ｋｍ 
手動走行 小学生以上 

（レーサー不可） 
男・女 概２０分 

５００ｍ 
手動走行・電動走行 小学生以上 

（レーサー不可・電動は男女の区分なし） 
男・女 概２５分 



 

⑵障がい者 

●参加資格 該当する障害者手帳を所有する者及び支援学校への通学者。 

●参加は小学生以上。 

●表彰区分を身体障がいは①、知的障がい及び精神障がいは②と標記する。 

種 目 区       分 性 制限時間 

１０ｋｍ 障がい① 障がい②(高校生以上対象) 性不問 概７０分 

５ｋｍ 障がい① 障がい②(高校生以上対象) 男・女 概５０分 

３ｋｍ 障がい① 障がい②(中学生以上対象) 男・女 概３０分 

１ｋｍ 障がい① 障がい②(小学生対象) 男・女 概１５分 

 

⑶健常者 

●参加資格 小学生～高校生が出場する場合は保護者か所属学校長の出場承認を 

必要とする。 

●３km・５kmの一般については大会開催日時点で、高校生を除く１８歳以上の方が対象。 

種 目 区       分 性 制限時間 

１０ｋｍ 

【陸連登録者の部】 

高校生以上 

【陸連未登録者の部】 

高校生以上 

男・女 概７０分 

５ｋｍ 

一般(１８歳以上)  高校生 男 

概５０分 

一般(高校生を除く１８歳以上) 女 

３ｋｍ 

中学生 男 

  概３０分 
一般(高校生を除く１８歳以上)  

高校生  中学生 
女 

１ｋｍ 小学生 男・女 概１５分 

 

(4)ウォーキング 

  参加資格 参加は小学生以上（未就学者参加不可） 

    障がいの有無は問わないが、車いすでの参加は不可とする。 

種  目 区       分 性 制限時間 



３ｋｍ 

障がいの有無は問わない(ただし未就学者と

車いすでの参加は不可) 男・女 

概６０分 

※記録計測は 

行わない 

 

【注意事項】 

※伴走者を必要とする競技者は、競技者各自で伴走者を同伴すること。各種目とも伴走者につい

ては年齢を問わないが、記録計測は行わない。 

※競技は障がい者優先を厳守すること。 

 

１１ 募集人数 

   全種目合計 １，２００人(人数に到達次第、募集を締め切る) 

 

１２ 参加申し込み及び参加料 

    インターネットまたは郵便振込により申し込む。申し込み受け付け後事務局から必要物品

（アスリートビブス等）を送付する。車いす種目に参加で、宿泊申込み・クラス分け・健康

診断等が必要な方は追加申し込みをする。 

    

参加料 ●車いす(レーサー)ハーフマラソン－４，０００円 

●健常者(１０ｋｍ、５ｋｍ、３ｋｍ) 

・一般－４，０００円 

・高校生－２，０００円 

・中学生－１，５００円 

●障がい者(１０ｋｍ、５ｋｍ、３ｋｍ、２ｋｍ車いす、５００ｍ車いす) 

－１，５００円 

       ●小学生(２ｋｍ車いす、１ｋｍ、車いす５００ｍ) ※障がいの有無は問わない 

－１，２００円 

●ウォーキング－１，０００円 

   ※ハーフマラソン・１０ｋｍは公認記録を認める。 

 

【申し込み先】 

  鳥取さわやか車いす＆湖山池マラソン大会実行委員会 

   所在地 〒６８０－０９４４ 鳥取市布勢１４６番地１ 

鳥取ユニバーサルスポーツセンター ノバリア内 

電話 ０８５７－５０－１０９１  ＦＡＸ ０８５７－５０－１０９２ 

   ＜申込期間＞２０２６年５月１４日（木）～２０２６年６月３０日(火) 必着 

        ※郵便振込は２０２６年６月２５日(木) 消印有効 

   ※上記の期日以前でも、規定の募集人員に到達した場合は、申込を締め切るので 

注意すること。 

１３ 表彰、完走証 

① ４０区分の各区分上位３位までを表彰する。 

② 各区分の３位入賞者を表彰するので、対象者は表彰時間１０分前までに玄関ロビーへ移動



し、待機すること。表彰時間に遅れた者に対しては表彰しない。表彰時間と入賞者は総合

受付に張り出しする。 

③  完走証は、密集回避のためインターネットによる発行とする。 

 

１４ 競技規則は別に定める 

 

１５ その他 

  ①  大会開催の有無に関わらず、原則納入された参加料は返還しない。 

    なお、大会を中止する場合には申込者に参加賞とプログラムを送付する。 

  ②  主催者は、競技出場者(伴走者と介助者を除く)を対象とした傷害保険に加入する。 

    ただし、感染症は保険適用の対象とならないので注意すること。 

  ③ 競技中の事故については、原則として、主催者は保険以上の責任は負わない。 

   ④ 感染症が発生した場合でも、主催者は賠償責任等を負わないので、事前に承諾の上で 

    参加申し込みをすること。 

  ⑤ 大会当日は他のスポーツイベントも予定されており、駐車場の数に限りがあり 

大混雑が予想されるため、可能な限り乗り合いや公共交通機関を利用すること。 

 

 

 

※記載事項は、諸事情により変更となる可能性があるので、大会 HP

等で最新情報の確認をすること。 

 

   


